


　
今
年
も
あ
と
数
日
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
も
お
元
気
で
さ
ぞ
年
越
し
に
、
迎
春
の
準
備
に
忙
し

く
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
岸
本
町
も
あ
と
数
日
で
、
約
五
十
年
の
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
旧
八
郷
村
か
ら
の
職
員
で
し
た
の
で
、
岸
本
町
発
足
へ
の
準
備
事
務
も
執
り
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
町
を
自
ら
の
手
で
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
こ
の
巡
り
合
わ
せ
に
何
と
も

言
え
ぬ
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
五
十
年
前
の
岸
本
町
発
足
当
時
と
現
在
の
本
町
の
姿
を
比
べ
ま
す
と
、
ま

さ
に
隔
世
の
感
が
あ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
感
じ
て
お
ら
れ
る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
発
足
当
時
の
三
十
年
代
は
、
本
当
に
大
変
な
財
政
状
況
で
し
た
。
当
時
県
下
に
は
三
十
九
の
町

村
が
あ
り
ま
し
た
が
、
岸
本
町
は
人
口
規
模
で
は
二
十
八
番
目
、
税
収
は
三
十
一
番
目
で
し
た
。

赤
字
団
体
で
、
自
主
再
建
団
体
で
も
あ
り
ま
し
た
。
　
　

　
中
学
校
の
体
育
館
も
一
度
に
は
建
て
ら
れ
ず
、
半
分
づ
つ
二
度
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま

で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
。

　
四
十
年
、
五
十
年
代
に
な
り
ま
す
と
、
大
山
ゴ
ル
フ
、
大
山
平
原
ゴ
ル
フ
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
な

ど
が
出
来
る
と
同
時
に
税
制
改
正
が
あ
り
、
財
政
状
況
も
よ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
教
育
施

設
の
整
備
も
進
み
、
五
十
年
代
後
半
に
は
町
民
体
育
館
、
中
学
校
の
全
面
移
転
も
で
き
て
、
皆
さ

ん
の
思
い
で
深
い
六
十
年
と
っ
と
り
国
体
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
っ
と
り
国
体
（
な
ぎ
な

た
競
技
）
が
成
功
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
の
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
っ
た
ら
こ
そ
と
、
当
時
を
振

り
返
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
泊
を
お
願
い
し
ま
し
た
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
選
手
の
皆
さ
ん
と
の
暖
か
い
交
流
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
、
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
に
な
り
ま
し
て
か
ら
は
、
大
山
山
麓
の
開
発
が
ダ
イ
ワ
ハ
ウ
ス
工
業
の
手
に
よ
っ
て
す
す

め
ら
れ
今
日
の
よ
う
に
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
ま
し
て
、
今
で
は
行
政
規
模
も
県
下
三
十
五
町
村

中
、
人
口
で
は
十
七
番
目
、
税
収
で
は
七
番
を
下
が
る
こ
と
は
な
い
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
全
国

的
に
み
ま
す
と
、
上
に
は
上
が
数
多
く
い
ま
す
が
、
鳥
取
県
で
は
他
町
村
に
は
ひ
け
を
取
ら
な
い

町
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
日
に
至
り
ま
す
五
十
年
の
間
に
は
、
関
係
い
た
だ
い
た

多
く
の
先
輩
各
位
の
ご
功
績
の
結
晶
が
、
今
日
の
姿
に
な
っ

て
い
る
も
の
で
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
深
甚
な
る
敬
意
と
感

謝
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
来
年
一
月
一
日
か
ら
は
、
「
伯
耆
町
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
が
用
意
は
整
い
ま
し
た
。
ど
う
か
皆
さ
ん
、
「
溝
口

町
」
の
皆
さ
ん
と
も
手
を
と
り
あ
っ
て
、
お
互
い
に
協
力
し

あ
っ
て
「
あ
あ
伯
耆
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
な
あ
」
「
生
涯

を
送
れ
て
良
か
っ
た
な
あ
」
と
い
え
る
町
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
念
じ
、
町
長
と
し
て
最
後
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



40億7,467

5億 577
2億1,968

15億9,688
2億9,172

14億6,062

町民一人　あたりに使われたお金は…515,686円

公　債　費 民　生　費 総　務　費農林水産業費教　育　費 衛　生　費消　防　費 土　木　費 議　会　費商　工　費

71,348円 95,061円 118,720円78,280円73,730円 37,030円15,555円 9,542円 10,461円5,959円

用 語 説 明
自主財源

依存財源

人件費

公債費

物件費

補助費

繰出金

扶助費

町税、使用料など町が自主的に収入する財源

地方交付税、国庫支出金など国、県から配分
されて収入する財源

職員給与、議員報酬などに使われるお金

地方公共団体が借り入れた地方債の元利償還
金及び一時借入金利子の合算額

賃金、旅費、需要費など地方公共団体が支出
する消費的性質の経費

負担金、補助金、損害保険料などに支出され
るお金

特別会計などの他の会計に支出されるお金

法令に基づき非扶助者に支出される経費
児童手当、医療扶助など

一般会計

町の行政運営の経費を網羅して計上した会計

特別会計

　町が、特定の収入をもって特定の支出に充てる場合や特定

の事業を行う場合に、一般の歳入歳出と区別して経理する会

計で、国民健康保険事業を運営したり、町が管理する公園墓

地の整備や維持管理を行ったりする会計などあわせて11の会

計があります。

企業会計

　町が住民にサービスを提供し、その提供を受けたものから

料金収入で事業運営に必要な経費をまかなうことを原則とし、

独立採算性を建前とした企業的色彩の強い会計をいい、岸本

町水道事業会計があります。

（単位：万円）

（単位：万円）

歳　入 歳　出会　計　別
土 地 取 得 特 別 会 計
国民健康保険特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計
八郷地区簡易水道事業特別会計
小規模水道事業特別会計
丸山地区専用水道事業特別会計
小野地区専用水道事業特別会計
町営公園墓地事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
小規模集合排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計

合　　　計

5,941
51,626
83,003

5,008
709

2,757
184
428

25,285
1,563

48,418
224,922

5,941
46,156
82,849

5,543
425

2,713
184
185

25,285
1,563

48,418
219,262

会計別決算の状況

主な建設事業●一般会計債 47億3,498万円

万円

万円
万円
万円
万円
万円

　町債総計（Ａ＋Ｂ）＝

　

万円88億 965

町債現在高（町の借入金）　（平成15年度末現在）

　平成15年度における岸本町の財政がどのような状況であり、みなさんが

納めた税金や国・県からの支出金がどのように使われているのかを知ってい

ただくため、一般会計を中心に決算状況を公表します。

　
平
成
十
五
年
度
に
お
け
る
一
般

会
計
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
４
１

億
１
５
５
８
万
円
、
歳
出
総
額
は

３
７
億
７
５
８
５
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
前
年
度
決
算
と
比
較

し
て
、
歳
入
で
は
、
５
６
６
４
万

円
（
１
・
４
％
）
の
減
、
歳
出
で

は
、
１
億
９
７
４
７
万
円
（
５
・

０
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
減
額
の
主
な
原
因
は
、
歳

入
で
は
、
地
方
交
付
税
の
減
額
、

歳
出
で
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
の
よ
う
な
大
事
業
が
、

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す

（
普
通
建
設
事
業
費
は
、
対
前
年

度
で
１
０
・
１
％
の
減
）
。

　
歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
、
３
億

３
９
７
３
万
円
の
余
剰
金
と
な
り
、

実
質
単
年
度
収
支
は
、
５
４
４
４

万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま

6,737
7,734
1,457
2,000

水道事業会計（企業会計）
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

大 山 山 ろ く 開 拓 事 業

灰溶融施設周辺環境整備事業

有 線 放 送 施 設 新 設 事 業

岸本小学校プール新築事業

新世代ケーブルテレビ事業

岸本小学校特別教室増築事業

八郷小学校大規模改造事業

2億4,089万円

9,543万円

8,970万円

8,967万円

8,400万円

8,069万円

3,599万円

●特別会計
　（内訳）
　　上水道事業債
　　簡易水道事業債
　　農業集落排水事業債
　　小規模集合排水事業債
　　公共下水道事業債

物件費物件費
4億6,4526,452万円万円
　（12.312.3％）％）

物件費
4億6,452万円
　（12.3％）

人件費人件費
6億9,8319,831万円万円
（18.518.5％）％）

人件費
6億9,831万円
（18.5％）

民生費民生費
6億9,6049,604万円万円
（18.418.4％）％）

民生費
6億9,604万円
（18.4％）

42.642.6％42.6％

県支出金県支出金
2億6,2476,247万円万円

（6.46.4％）％）

地方交付税
11億9,841万円
（29.1％）

歳 出
37億7,585万円

教育費教育費
5億3,9853,985万円万円
（14.314.3％）％）

公債費公債費
5億2,2412,241万円万円
（13.813.8％）％）

衛生費
2億7,113万円
（7.2％）

農林水産業費
5億7,317万円
（15.2％）

教育費
5億3,985万円
（14.3％）

公債費公債費
5億2,2372,237万円万円
（13.813.8％）％）

公債費
5億2,237万円
（13.8％）

■一般会計歳入の状況■
その他

町　税
7億4,923万円
　　（18.2％）

土木費 6,986万円
　　　　　（1.9％）

公債費
5億2,241万円
（13.8％）

補助費
5億3,427万円
（14.1％）

扶助費 1億8,959万円
（5.0％）

維持補修費 1,001万円
　　　　　　（0.3％）

貸付金 1,048万円
　　　　　　（0.3％）積立金

9,306万円（2.5％）

普通建設事業費
9億6,034万円
　（25.4％）

繰出金
2億8,945万円
（7.7％）

投資・出資金 345万円
　　　　　　（0.1％）

自
主

財

源

自
主

財

源

県支出金
2億6,247万円

（6.4％）

■一般会計歳出の状況（性質別）■ （％は構成比）

歳 出
37億7,585万円

（％は構成比）

繰入金
4億9,550万円
（12.0％）

使用料及び手数料
8,006万円（2.0％）

繰越金
1億9,890万円
　　　（4.8％）
諸収入
1億5,600万円
（3.8％）

分担金及び負担金
6,369万円（1.5％）財産収入

362万円（0.1％）
寄附金
453万円（0.1％）

町債
5億7,130万円
（13.9％）

57.4％

歳 入
41億1,558万円

国庫支出金
1億4,295万円

（3.5％）

地方消費税交付金
5,882万円（1.4％）

地方譲与税
4,822万円（1.2％） ゴルフ場利用税交付金

地方特例交付金
自動車取得税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金

2,773万円
2,513万円
2,080万円

688万円
134万円

(0.7%)
(0.6%)
(0.5%)
(0.2%)
(0.0%)

依
存

財

源

（
■一般会計歳出の状況（目的別）■ （％は構成比）

総務費
8億6,927万円
　（23.0％）

消防費 1億1,389万円
（3.0％） 商工費 4,363万円

　　　　　（1.2％）

議会費 7,660万円
　（2.0％）
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植
田
正
治
・Brilliant

　Scenes
　
　
　
　
　〈
古
き
よ
き
光
〉展

シリーズ〈白い風〉より

　
現
在
、植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
、

「
植
田
正
治
・Brilliant

Scenes

〈
古
き
よ
き
光
〉」展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。展
覧
会
で
は
、植
田
正
治
が

一
九
七
〇
年
か
ら
八
〇
年
代
に
ベ

ス
単
の
レ
ン
ズ
を
使
っ
て
撮
影
し

た〈
西
欧
紀
行
〉と〈
白
い
風
〉の
シ

リ
ー
ズ
の
カ
ラ
ー
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　
一
九
一
二
年
、ア
メ
リ
カ
の
コ

ダ
ッ
ク
社
が
そ
れ
ほ
ど
高
価
で
な

い
大
衆
向
け
の
カ
メ
ラ
と
し
て
、「
ベ

ス
ト
・
ポ
ケ
ッ
ト
・
コ
ダ
ッ
ク
」を
発

売
し
ま
し
た
。そ
れ
は
た
た
む
と
ス

ー
ツ
の
ベ
ス
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

れ
ら
れ
る
く
ら
い
小
さ
い
カ
メ
ラ
で
、

発
売
さ
れ
た
当
初
は
、単
玉
レ
ン
ズ

が
付
い
て
お
り
、通
称「
ベ
ス
単
」と

呼
ば
れ
、多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真

家
た
ち
に
愛
用
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ベ
ス
単
」カ
メ
ラ
は
、レ
ン
ズ
の

前
に
あ
る
フ
ー
ド
を
わ
ざ
と
は
ず
し

て
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、独
特
の
や

わ
ら
か
い
ボ
ケ
味
が
生
ま
れ
、ソ
フ

ト
フ
ォ
ー
カ
ス
で
撮
影
し
た
よ
う
な

甘
い
感
じ
の
描
写
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

当
時「
ベ
ス
単
フ
ー
ド
は
ず
し
」と
呼

ば
れ
流
行
っ
て
い
ま
し
た
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て「
芸
術
写

真
の
時
代
」と
い
わ
れ
、「
絵
画
の
よ

う
な
芸
術
性
を
ど
う
と
り
入
れ
る

か
と
い
う
研
究
」が
盛
ん
に
行
な
わ

れ
て
お
り
、ベ
ス
単
の
ボ
ケ
味
を
生

か
し
た
描
写
で
表
現
し
た
り
、印
画

紙
に
手
を
加
え
た
り
す
る
写
真
作

り
が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
九
三
一
年
、植
田
は
地
元
の

ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
ク
ラ
ブ「
米
子
写

友
会
」に
入
会
し
ま
す
。こ
の
会
は
、「
芸

術
写
真
運
動
」を
展
開
し
た
日
本
光

画
協
会
に
属
し
て
い
ま
し
た
。　
当
時
、

植
田
は
ベ
ス
単
カ
メ
ラ
で
の
作
品

を
残
し
て
い
ま
せ
ん
が
、ベ
ス
単
で

撮
影
し
た
作
品
に
強
い
憧
れ
を
抱

い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
一
九
七
〇
年
代
に
入
り
、植
田
は

現
在
の
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
に
ベ
ス

単
レ
ン
ズ
を
取
付
け
ら
れ
る
こ
と
を

知
り
ま
す
。そ
し
て
、昔
流
行
っ
た「
ベ

ス
単
フ
ー
ド
は
ず
し
」を
思
い
出
し
、

ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
の
カ
メ
ラ
に
取
付
け

て
も
ら
い
撮
影
し
た
の
が
、
一
九
七

八
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
に
撮
影

し
た
シ
リ
ー
ズ〈
西
欧
紀
行
〉と
一

九
八
〇
年
か
ら
一
年
間
か
け
て
、山

陰
の
風
景
や
人
物
を
撮
影
し
た
シ
リ

ー
ズ〈
白
い
風
〉な
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
は
、カ
ラ
ー
フ
ィ

ル
ム
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。ベ
ス
単

レ
ン
ズ
独
特
の
味
わ
い
の
あ
る
世
界
は
、

人
物
や
風
景
が
ま
る
で
記
憶
の
な
か

で
出
合
っ
た
か
の
よ
う
な
不
思
議
な

輝
き
を
放
っ
て
佇
ん
で
い
ま
す
。

（
展
覧
会
は
十
七
年
一
月
二
十
三

日（
日
）ま
で
。）

　
伯
耆
町
写
真
展
開
催

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
、平

成
十
七
年
一
月
五
日（
水
）か
ら
二

十
三
日（
日
）ま
で
、一
階
Ｄ
展
示
室
で
、

「
伯
耆
町
写
真
展
」の
作
品
展
示
を

し
ま
す
。

　
今
回
の
写
真
展
に
は
、二
十
八
名

の
応
募
が
あ
り
、作
品
六
十
七
点
が

集
ま
り
ま
し
た
。伯
耆
町
と
し
て
の

は
じ
め
て
の
写
真
展
で
す
。町
民
の

方
々
が
撮
影
し
た
作
品
の
数
々
を
、

是
非
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
　
　
植
田
正
治
写
真
美
術
館

　
　
　
電
　
話
　
３
９
‐
８
０
０
０

　１１月２６日に岸本町のマイクロ

バスが新しくなりました。

　これは岸本町社会福祉協議会か

らの寄付金により購入したものです。

　このバスの乗車定員は、従来

の２８名から３３名（運転席を除く）

に増えたほか、従来のバスの座席

より広くゆったりと乗っていただ

くことができます。

　

※
年
末
年
始
休
館
は
12
月
28
日（
火
）

　
か
ら
１
月
１
日（
土
）で
す
。

　
１
月
２
日（
日
）か
ら
開
館
。
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気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
℃
前
後

に
な
る
と
、
水
道
管
や
蛇
口
が

凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

水
道
管
が
破
損
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度
ご

家
庭
の
水
道
管
を
点
検
し
て
、

凍
結
に
よ
る
漏
水
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

◎
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
の
は
…

・
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水

道
管

・
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に

あ
る
水
道
管
や
蛇
口

・
屋
外
に
あ
る
水
道
管
や
蛇
口

◎
凍
結
を
防
ぐ
に
は
…

　
水
道
管
を
保
温
材
で
保
護
し

ま
し
ょ
う
。

　
保
温
材
は
岸
本
町
指
定
給
水

業
者
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
温
材
は
市
販
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
取
り

付
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
取

り
付
け
る
と
き
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
温
材
は
厚
さ
２
㎝
以
上
の

も
の
。

②
屋
外
の
水
道
管
に
は
、
外
面

に
ア
ル
ミ
箔
が
貼
り
付
け
て

あ
る
も
の
を
使
う
か
、
外
面

を
ア
ル
ミ
箔
で
巻
く
。

③

継
ぎ
目
や
蛇
口
の
付
け
根
等

は
、
雨
水
や
水
分
が
染
み
込

ま
な
い
よ
う
に
防
水
テ
ー
プ

で
し
っ
か
り
と
巻
く
。

◎
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き

　
の
応
急
処
置
は
…

　
蛇
口
に
タ
オ
ル
を
巻
き
、
そ

の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く

り
か
け
な
が
ら
気
長
に
融
か
し

て
く
だ
さ
い
。

　
急
い
で
融
か
そ
う
と
熱
湯
を

か
け
る
と
、
蛇
口
や
水
道
管
が

破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
道
管
が
破
損
し
た
と
き
は

　
…

　
止
水
栓
か
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
中
の
バ
ル
ブ
で
水
を
止
め
、

建
設
水
道
課
や
岸
本
町
指
定
給

水
業
者
へ
漏
水
の
調
査
・
修
繕

を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て
な
い

よ
う
に
、
普
段
か
ら
止
水
栓
や

バ
ル
ブ
の
位
置
を
確
認
し
、
ボ

ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
た
び
岸
本
町
の
閉
町
を
記
念
し
て
、
後
世
に
夢
を
託
し
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
１２
月
２８
日
の
役
場
の
閉
町
式
の
際
に
庁
舎
の
敷
地

内
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
身
は
、
町
長
の
３０
年
後
に
向
け
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
や
写
真
・
資
料
・
児
童
の
作
文
・
卒
業
記
念
文
集
・
絵
画
・

習
字
な
ど
そ
の
他
、
岸
本
町
に
関
す
る
記
録
や
現
在
の
岸
本
町
の
状

況
が
分
か
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の

町
に
対
す
る
思

い
が
詰
ま
っ
た

品
物
が
収
納
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
は
３０

年
後
の
西
暦
２

０
３
４
年
に
開

け
ら
れ
、
収
蔵

品
は
一
般
に
公

開
さ
れ
る
予
定

で
す
。



　
交
通
安
全
運
動
初
日
の
１２
月

１３
日
、
岸
本
町
内
で
、
溝
口
警

察
署
管
内
の
岸
本
・
溝
口
・
江

府
町
の
交
通
対
策
協
議
会
関
係

者
に
よ
り
、
交
通
安
全
街
頭
啓

発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
道
１

８
１
号
線
を
通
行
す
る
車
に
対

し
て
チ
ラ
シ
・
交
通
安
全
啓
発

グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
り
、
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
、
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
な
ど
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
交
差
点
で
の
交
通
事
故
防
止

で
し
た
。

　
年
末
年
始
は
、
一
年
を
通
し

て
も
特
に
飲
酒
の
機
会
が
増
え

ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し

な
い
・
さ
せ
な
い
こ
と
を
心
が
け
、

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
公
共
交
通
機

関
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
も
交
通
事

故
に
は
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

総合窓口

総務課

住民課

税務課

企画振興課

福祉課

健康対策課

生活環境課

上下水道課

商工観光課

産業振興課

建設課

出納室

議会事務局

介護支援センター

６８－３１１１

（ｆａｘ　６８－３８６６）

６８－４２１１

６８－３１１５

６８－３１１４

６８－３１１３

６８－５５３４

６８－５５３６

６８－５５３７

６８－５５４０

６８－４２１４

６８－５５３８

６８－５５３９

６８－４２１３

６８－３１１２

６８－４６３２

…………

…………

…………

…………

…………

…………

…………

…………

…………

…………

…………

…………

…………

…………

…………

……

…………

…………

…………

………

…………

………

………

…………

…

総合窓口課

人権政策課

住民活動推進課

出納室

教育委員会事務局

農業委員会事務局

地域情報室

溝口介護支援センター

６２－０７１１

（ｆａｘ　６２－７１７２）

６２－０７１３

６２－０７１２

６２－０７１１

６２－０９２７

６２－０７１５

６２－０７１４

３９－９１１７

業務を担当している課がわからない場合や

夜間・休日は代表番号６８－３１１１におかけください。■各課の電話番号

課　名　 　　 　電話番号 課　名　 　　 　　電話番号

※全戸配布しています生活便利帳でも各施設の
電話番号など紹介をしていますのでご確認く
ださい。
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年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、

役
場
は
閉
庁
に
な
り
ま
す
。

　
期
間
は
左
記
の
と
お
り
で
す

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

閉
庁
期
間

　
平
成
16
年
12
月
29
日
か
ら

　
平
成
17
年
１
月
３
日
ま
で

※
業
務
開
始
は
１
月
４
日
で
す
。

　
平
成
15
年
度
の
国
・
県
・
町

の
補
助
、
16
年
度
の
町
の
設
備

整
備
に
よ
り
、
岸
本
町
の
ほ
ぼ

全
域
が
（
株
）
中
海
テ
レ
ビ
放

送
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
と

な
り
ま
し
た
。

　
加
入
率
は
、
平
成
15
年
度
サ

ー
ビ
ス
提
供
地
域
が
78
・
４
％
、

平
成
16
年
度
サ
ー
ビ
ス
提
供
地

域
が
78
・
９
％
で
、
合
計
78
・

６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
伯
耆
町
自
主
制
作
番
組

　
既
に
テ
ス
ト
放
送
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
17
年
１
月
１

日
の
伯
耆
町
発
足
に
併
せ
て
、

（
株
）
中
海
テ
レ
ビ
放
送
の
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
の
方
は
、

３
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
伯
耆
町
自
主

制
作
番
組
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
岸
本
・
溝
口
両
町
の

住
民
の
皆
さ
ん
に
共
通
の
情
報

提
供
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
、

内
容
は
、
毎
日
の
行
事
等
を
ニ

ュ
ー
ス
形
式
で
お
伝
え
す
る
も

の
と
文
字
放
送
で
す
。

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
の
補
助

　
平
成
17
年
４
月
分
か
ら
22
年

３
月
分
ま
で
の
５
年
間
（
株
）

中
海
テ
レ
ビ
放
送
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
利
用
料
（
多
チ
ャ
ン
ネ

ル
放
送
の
契
約
者
に
限
り
ま
す
。
）

を
加
入
者
ご
と
に
月
１
、
０
０

０
円
補
助
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
月
々
お
支
払
い
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
利
用
料
か
ら
１
、
０

０
０
円
を
差
し
引
い
た
額
が
中

海
テ
レ
ビ
放
送
か
ら
引
き
落
と

し
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
12
月
か
ら
３
月

に
か
け
て
道
路
除
雪
を
行
い
ま

す
。
そ
の
際
、
路
上
駐
車
が
あ

り
ま
す
と
、
十
分
な
除
雪
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
路
上
駐
車
の
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、道

路
除
雪
に
よ
り
、
門
前
に
雪
が

た
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

各
戸
に
お
い
て
除
雪
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
町
内
循
環
バ
ス
の
年
末
年
始

の
運
行
は
左
記
の
と
お
り
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】

・
１
月
１
日
（
土
）
全
線
運
休

・
１
月
２
日
（
日
）
全
線
運
休

・
１
月
３
日
（
月
）
午
前
９
時

　
25
分
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
発
）
か
ら
午
後
４
時
56
分
（
岸

　
本
駅
前
着
）
ま
で
運
行

・
１
月
４
日(

火)

か
ら
平
常
運
行

　
ゆ
う
あ
い
パ
ル
の
年
末
・
年

始
の
営
業
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
12
月
30
日
（
木
）
〜
１
月
１

　
日
（
土
）
休
館
日

・
１
月
２
日（
日
）か
ら
営
業
を
開

　
始
し
ま
す（
午
後
６
時
ま
で
営
業
）

　
１
月
３
日
以
降
通
常
営
業

（
毎
週
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
）

【
問
合
せ
先
】

　
岸
本
温
泉
　
ゆ
う
あ
い
パ
ル

　
電
話
　
６
８
―
５
５
２
６

　
工
業
統
計
調
査
は
、
毎
年
12
月

31
日
現
在
で
製
造
業
を
営
む
事
業

所
の
１
年
間
の
製
造
活
動
を
調
査

す
る
も
の
で
す
。

　
年
末
年
始
の
ご
多
忙
の
中
で
す
が
、

ぜ
ひ
調
査
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
役
場
　
地
域
振
興
課

　
電
話
　
６
８
―
３
１
１
３

　
２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
は
、我
が
国
農
林
業
の
生
産
構

造
、農
業
・
林
業
生
産
の
基
礎
と

な
る
諸
条
件
等
を
総
合
的
に
把

握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、農
林
業

の
基
本
構
造
の
現
状
と
動
向
を

明
ら
か
に
し
、農
林
業
施
策
及
び

農
林
業
に
関
し
て
行
う
諸
統
計

調
査
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
す
。調
査
の
際
に
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
調
査
の
時
期
】
平
成
17
年
２

　
月
１
日
現
在
で
調
査
を
実
施

【
調
査
対
象
】

　
農
林
産
物
の
生
産
を
行
う
か

ま
た
は
委
託
を
受
け
て
農
林
業

作
業
を
行
っ
て
い
る
方
で
、生
産

又
は
作
業
に
係
る
面
積
・
頭
数
が

一
定
規
模
以
上（
外
形
基
準
）の

農
林
業
生
産
活
動
を
行
う
方（
組

織
の
場
合
は
代
表
者
）を
対
象
と

し
ま
す
。

　
な
お
、一
つ
の
世
帯
・
組
織
に

調
査
対
象
と
し
て
の
基
準
を
満

た
す
方
が
複
数
存
在
す
る
場
合

は
そ
れ
ぞ
れ
の
方
を
対
象
と
し

ま
す
。

【
農
業
の
外
形
基
準
】

　
農
業
生
産
を
行
う
場
合
に
あ

っ
て
は
、
経
営
耕
地
面
積
30
ａ

以
上
又
は
部
門
別
に
設
定
す
る

以
下
の
経
営
規
模
以
上
（
作
付

け
面
積
、飼
養
頭
羽
数
等
）と
し

ま
す
。

　
な
お
、農
業
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、農
作
業
を
受
託
す
る
こ
と

に
よ
り
収
入
を
得
て
い
る
こ
と

か
ら
、経
営
活
動
を
行
っ
て
い
る

と
判
断
で
き
る
た
め
、外
形
基
準

は
設
け
ま
せ
ん
。

【
部
門
経
営
規
模
】

・
露
地
野
菜
　
露
地
野
菜
面
積

　
が
15
ａ

・
施
設
野
菜
　
施
設
野
菜
栽
培

　
面
積
が
３
５
０
㎡

・
果
　
樹
　
露
地
野
菜
作
付
面

　
積
が
15
ａ

・
花
き
（
露
地
）
露
地
花
き
栽

　
培
面
積
が
10
ａ

・
花
き
（
施
設
）
施
設
花
き
栽

　
培
面
積
が
２
５
０
㎡

・
搾
乳
牛
　
搾
乳
牛
飼
養
頭
数

　
が
１
頭

・
肥
育
牛
　
肥
育
牛
飼
養
頭
数

　
が
１
頭

・
豚
　
豚
飼
養
頭
数
が
15
頭

・
採
卵
鶏
　
採
卵
鶏
飼
養
羽
数

　
が
１
５
０
羽

・
ブ
ロ
イ
ラ
ー
　
ブ
ロ
イ
ラ
ー

　
年
間
出
荷
羽
数
が
１
０
０
０
羽

・
そ
の
他
　
調
査
期
日
前
１
年

　
間
に
お
け
る
農
業
生
産
物
の

　
総
販
売
額
50
万
円
に
相
当
す

　
る
事
業
の
規
模
。

町
内
循
環
バ
ス
の

　
　
　
年
末
年
始
の
運
休

き
し
も
と
温
泉
ゆ
う
あ
い
パ
ル

年
末
年
始
の
営
業
日

年
末
年
始
の
役
場
業
務

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

道
路
除
雪
の
協
力
に
つ
い
て

工
業
統
計
調
査

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス



印刷／株式会社高下印刷

氏　名 年齢 住　所 氏　名 性別 住　所

男

女

女

丸 山

殿 河 内

坂 長

松浦　心人

青柳凜々子

大島　　萌

保護者

忍 ・ 清 子

真也・悦子

卓 ・ 礼

月　日 曜日 開　催　行　事 場　　　　　所 時　間
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岸本町情報ホームページ（きしもとネット）http://www.kishimoto.net/　
Eメールアドレス　jouhou@town.kishimoto.net

まつうら はあど

おおしま もえ

あおやぎ りりこ

68歳

80歳

73歳

94歳

65歳

79歳

須 村

丸 山

久 古

小 野

こしきが丘

み ど り

小谷　　務

松本世津男

西川　幸枝

吉持アヤ子

熊野　　勲

中村　　夫

1 月 1 日

1 月 4 日

1 月 5 日

1 月 2 9 日

健康マラソン岸本大会

伯耆町役場・溝口分庁舎開庁式

伯耆町写真展

『空と、海と、吹き抜ける風』展

保健福祉センター周辺

伯耆町役場・溝口分庁舎

植田正治写真美術館企画展示室

植田正治写真美術館

土

火

水

土

９：３０～

8：００・１０：００

～１月２３日

～４月１７日

【開催日】平成16年11月23日　【場　所】大原総合スポーツ公園

部　別 １位 ２位 ３位

中学生男子の部 チーム名 ウコン テニス部Ａ サッカー部２年
タイム
チーム名
タイム
チーム名
タイム
チーム名
タイム
チーム名
タイム

３１’０１”８６ ３２’４５”５９ ３２’５１”０１

中学生女子の部 陸上部女子Ｖ２ バスケOG バスケ部女子
３３’１６”４４ ３７’４７”７５ ３８’２４”９８

小学校の部 ミニバスボーイズ 岸本野球部A 岸本野球部B
３６’１５”５７ ３６’３７”８９ ３７’２４”２８

部落対抗の部 丸山部落 駅前部落
３２’３２”５３ ３６’３５”７５

職域対抗の部 ミニバスオールディーズ 八郷野球部育成会Ａ チームのうみ
３５’４６”６７ ３８’４０”０９ ３９’３１”０４

参加チーム数 中学校男子１４チーム・中学校女子６チーム・小学生１９チーム
部落対抗２チーム・職域対抗５チーム　　計４６チーム（参加者数２８０名）


